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１、 研究の動機・目的・理由 

 わたしは、いままでけん玉をつくったり、カメをつくったりしてあそんだことがあります。そ

こで、学校のべんきょう、せいかつか「作って、ためして」で、わゴムやひも、じしゃく、ガム

テープなどをつかって、どんなうごきであそべるか、はじめにかんがえました。わゴムでは、ゆ

びでとばす「まとあてゲーム」をしました。ゆびにゴムがあたって、うまくまとにあてることが、

むずかしかったです。でも、アドバイスを先生からもらって、ゆびのはらをつかったり、下のほ

うからまとをねらったりすると、少しずつあたるようになってきました。また、やさしくわゴム

をのばすことが、だいじだということがわかりました。 

 そこで、わゴムをつかったおもちゃはないか、きょうかしょを見ていたら「ビュンビュンカー」

というものを見つけました。のばす力をつかって、とてもおもしろそうなのと、いままでつくっ

たことがないものだったので、「ビュンビュンカー」をつくることにきめました。そして、この

おもちゃがよりよくなっていくように、ざいりょうをかんがえていきたいと思いました。 

 

２、 研究の内容 

（１） はじめ 

 きょうかしょにのっていた「ビュンビュンカー」をつくってみました。

① ペットボトルキャップに、あなをあけて、タイヤを作りました。テ 

グスで、あなをあけました。思ったより、ペットボトルキャップ 

はやわらかかったです。 

② ストローをペットボトルのはばにあわせて、きりました。 

③ ストローをペットボトルにセロハンテープでつけました。竹ひごについているタイヤをうご

かすために、ひつようなぶぶんだということがわかりました。 

④ 竹ぐしをストローにとおして、タイヤをつけました。あなの大きさがあわなくて、なんかい

もあなをあけました。 

⑤ クリップをひらいてねじりました。ゴムをひっかけるたいせつなぶぶんなので、セロハンテ

ープをたくさんつけました。 

⑥ わりばしのあいだに、わごむをはさみ、セロハンテープできつくとめました。わゴムを２つ

つなぎました。 

（２） 予想 

・まっすぐうごく   

・はやい 

 

 

 

 

 



（３） 方法１

 学校のホールをつかって、うごかしてみました。はじめ、どのようにうごかしたらよいかわか

らなかったけれど、先生からアドバイスをもらって、うごかしかたがわかりました。でも、はし

るというより、ふっとんでしまいました。どうしてなのかわからなかったので、先生からアドバ

イスをもらいました。すると、わゴムのむきがたいせつだということがわかりました。

    

（４） 結果１

・おもったより、まっすぐうごかない

・タイヤがとれてしまう

（５） 考察１

・まっすぐうごくように、おもくする。

・タイヤをとれにくくする。

・竹ひごについているタイヤがまがっているので、まっすぐになるようにする。

・ゴムがクリップにひっかかりやすい。

（６） 方法２

・おもくするために、どうたいにシールやかざりをつける。

・タイヤをとれにくくするために、テープやボンドでつける。

・竹ひごについているタイヤがまっすぐになるように、かみ花をペッ

ボトルキャップにつめる。 

・ゴムがクリップにひっかからないように

するために、クリップのはばを大きくする。 

（右のしゃしん）

（７） 結果２

・前より、まっすぐすすむようになった

・タイヤがとれにくくなった

・ゴムがクリップにひっかりにくくなった

（８） 考察２

・はながつっかかることもありました。おもさやぼうのつかいかたが、かんけいしているからか

もしれません。だから、なんかいかうごかせば、うまくうごかすことができるようになるかも 

しれないと思いました。 

３、 研究のまとめ・感想 

 はじめのときとくらべると、うごきがとてもよくなりました。さいごまであきらめずに、がん

ばってよかったです。さいご、はながつっかかってしまったけれど、おなじキャップをうしろの

ほうにつければよいのかもしれないと思いました。りゆうは、前のほうにキャップがついている

からです。ざいりょうも、じぶんなりにかんがえて作ることができたので、たのしかったです。 
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 ななめにするのではなく、まっす

ぐにすると、ふっとぶことはなくな

りました。「まとあてゲーム」のとき

と、にているなと思いました。 


